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R４地域協働研究（ステージⅠ）
R04-Ⅰ-26「宮古市の地域色を活用したシティプロモーションの手法に係る研究」
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 宮古市
 宮古短期大学部　教授　大志田 憲
 中居 裕美（宮古市企画部企画課地域創生交流推進室長）
 河野 暁子（宮古短期大学部准教授）、松田 淳（宮古短期大学部教授）

〈要旨〉
　岩手県宮古市では若年層の流出による人口減少が大きな課題となっており、当市出身の若年層（20～30代）に向けてシティプ
ロモーションを行い、地元の魅力と快適な居住環境を再確認してもらうきっかけをつくることが、Uターン者の増加に繋がる可
能性のひとつとして考えている。シティプロモーションの取り組みのひとつとして、一般社団法人日本地域色協会と連携し「海」
の地域資源である「浄土ヶ浜」の地域色（カラー）を「浄土ヶ浜エターナルグリーン」として決定し、その活用を検討している。
そこで、主となるターゲットが若い世代でもあることから、本学の学生参加による地域色に関するアンケートを実施し、その調
査分析、地域色を活用した取り組みなどの意見交換を行った。

１　研究の概要（背景・目的等）
　岩手県宮古市では、高校卒業からの進学、就職のタイミン
グで転出し、その多くが宮古市に戻らずに社会減が続いてい
ることが課題となっている。宮古市への居住、さらには当市
出身の若年層（20～30代）に向けてシティプロモーション
を行い、地元の魅力と快適な居住環境を再確認してもらう
きっかけをつくることで、Uターン者の増加に繋がる可能性
があると考えている。シティプロモーションの取り組みのひ
とつとして、一般社団法人日本地域色協会（以下地域色協会）
と連携し「海」の地域資源である「浄土ヶ浜」の地域色（カラー）
を「浄土ヶ浜エターナルグリーン」として決定した。地域色
の決定にあたっては、市民を巻き込んだプロモーションの取
り組みとして、市民投票など市民参画の形で行われた１。こ
の地域色のアンケートを実施し、学生参加による調査および
意見交換を行い今後の取り組みに結び付ける。

（a）浄土ヶ浜エターナルグリーン （b）市民投票用チラシ
図１　宮古市「浄土ヶ浜エターナルグリーン」

２　研究の内容（方法・経過等）
　以下の内容で宮古市と共に、地域色協会の協力のもと、学
生が参画する形で協働研究を進めた。
・学生を対象とした地域色に対するアンケートおよび分析
　浄土ヶ浜エターナルグリーンと比較検討のため、地域色協

会が他の県内地域と連携して進めている他の４色も含め、形
容詞対による尺度評価アンケートを実施した。
　調査対象者：本学部学生１年生および２年生
　日時：2022年６月16～23日
　回答方法：Webアンケート方式
　回答内容：各地域色について、形容詞対の尺度評価入力
　比較地域色については、「浄土ヶ浜エターナルグリーン」「陸
前高田ゆめブロッサム」「龍泉洞ドラゴンブルー」「久慈アン
バーイエロー」「南部紫」とした。
　回答者数：127名

図２　形容詞対

・市内イベントにおける聞き取りアンケート調査
　 市内イベントにおける聞き取りアンケート調査（地域色協
会への協力）

　調査対象者：「しおかぜフェスタ」来場者
　日時：2022年７月17日
　回答方法：対面式アンケート方式
　回答内容：浄土ヶ浜エターナルグリーンに対する認知度調査
　回答者数154名
・学生参加による地域色「浄土ヶ浜エターナルグリーン」を
　活用した企業および宮古市へのヒアリング

図３　市内イベントでの
アンケート調査

図４　市役所へのヒアリング
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・学生による地域色活用方法のグループワーク
　地域企業や宮古市へのヒアリング、アンケート集計結果な
どをもとに学生による活用方法等の意見交換を実施した。

図５　学生によるグループワーク

３　これまで得られた研究の成果
　得られた成果の中から、以下に地域色に関するアンケート
結果についてまとめたものを述べる。はじめにプロフィール
分析を行った（図６参照）。「浄土ヶ浜エターナルグリーン」
の特徴として、「静かな」「穏やかな」といった数値が高く出

ていることがわか
る。次に、株式会
社日本カラーデザ
イン研究所２によ
るカラーイメー
ジスケールシステ
ムにおける言語イ
メージスケールに
マッピングを行っ
た（図７参照）。
ナチュラル、クリ
ア、シック、エレ
ガントを中心とし
た印象が多く得ら
れていることがア
ンケート結果から
わかる。アンケー
ト結果から、もと
もと持っている色
のイメージを具体
的に可視化するこ
とができた。
　また、５色のア
ンケートの形容詞

対19項目について因子分析を行い、表１に示す様に、意味
づけ（解釈）を行った。因子１は「柔らかく、暖かい」といっ
た印象を強くもつものと解釈し、因子１は〈癒し性〉とし、
因子２は動的な形容詞が集まることから〈活動性〉、因子３
は〈清爽性〉とし、因子４を〈洗練性〉とした。次に各地域
色ごとに検討を行うために因子得点についてまとめたものが
表２となる。この表は各地域色ごとの因子得点について平均
値を算出したものである。外観すると、「浄土ヶ浜エターナ

ルグリーン」については、因子３のさわやかなといった因子
得点が高く、積極的な、ダイナミックなといった因子２の得
点が低いことがわかる。

表１　形容詞と因子の意味づけ（解釈）

表２　因子得点の平均値一覧

４　今後の具体的な展開
　本協働研究において、学生参加による地域色の意識調査お
よび分析を行った。また、イベントでの聞き取りアンケート
や、市、企業へのヒアリング、意見交換を実施した。選定さ
れた地域色は住民参加による幅広い世代により決定されたも
のではあるが、若い世代（学生）にどのようなイメージを及
ぼすか、宮古市との協働研究の第一段階としてアンケート調
査を実施することで可視化することができた。「浄土ヶ浜エ
ターナルグリーン」を含めた地域色５色についてのみの調査
ではあるが、それぞれ印象が大きく異なり、どのような因子
が色の印象に影響を及ぼすかを数値化することができた。今
後はこれらのアンケート結果を参考にしつつ、学生参加によ
る市との連携研究を進めていきたい。今年度は、このアンケー
ト調査以外にも連携研究の一環として研究の内容にも記載し
ている新遊覧船就航式と併せて開催された宮古市のイベント
「しおかぜフェスタ」での浄土ヶ浜エターナルグリーンの認
知度調査や、市内企業へのヒアリングなども行っていること
から、これらのまとめも進めて行く。
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図６　尺度プロフィール

図７　言語イメージスケールへのプロット


